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研研究究要要旨旨  

  

AA．．研研究究目目的的  

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実

施事業推進においては、KDB データシステ

ムを活用して地域の高齢者の全体像を把握

して必要な人に必要なサービスが行き届く

ように計画を立てること、そして、事業評

価を行い地域にあったよりよい方法を工夫

していくことが重要なポイントの一つとな

る。これには、KDB システムを効果的に活用

することがキーとなるが、そのノウハウや

活用状況については自治体間で格差が認め

られている。今回、我々は事業推進に向け

た示唆を得るために、大阪府下で本事業に

取り組んでいる自治体において、PDCA サイ

クルのそれぞれのステップにおける KDB 活

用状況を調査した。 

 

 

 

  BB．．研研究究方方法法  

〈対象〉令和３年度第１回高齢者の保健事

業と介護予防の一体的実施に係る企画調整

担当者連絡会議（R3.8）へ参加の 26 市町村

（回答自治体数 25）。 

〈方法〉アンケートは、大阪府国保連合会

および大阪府後期高齢者広域連合が、KDB活

用支援に役立てるための目的で実施した。 

KDB 活用状況について、「高齢者の保健事業

と介護予防の一体的実施に向けた医療専門

職のための KDB システム活用マニュアル」

を参照し PDCA に沿って表１に示した項目

についてリッカート方式で活用状況を尋ね

た。また、KDB 活用にあたり困難な事や必要

な支援、活用していない場合はその理由に

ついて具体的に記載を求めた。 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業推進においては、KDB データシステム

を活用して地域の高齢者の全体像を把握して必要な人に必要なサービスが行き届くよ

うに計画を立てること、そして、事業評価を行い地域にあったよりよい方法を工夫して

いくことが重要なポイントの一つとなる。これには、KDB システムを効果的に活用する

ことがキーとなるが、そのノウハウや活用状況については自治体間で格差が認められ

ている。今回、我々は事業推進に向けてその支援のポイントを明らかとするために、大

阪府下で本事業に取り組んでいる自治体において、PDCA サイクルのそれぞれの場面に

おける KDB 活用状況を調査したため報告する。 

令和3年度厚生労働行政推進調査事業補助金  政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施推進に係る検証のための研究」 

分担研究報告書 
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の事業検証 

～KDB 活用状況の実態より～ 

 
研究分担者 樺山 舞 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻） 
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CC..研研究究結結果果  

  対象 26 市町村のうち、25 か所から回答を

得た。 

【KDB 活用：事業全般】 

「事業実施に取り組むにあたり、KDB システ

ムを活用してますか？」に対しては‘非常に

活用している’が 44％、‘ある程度活用して

いる’が 56％であり、全く活用していない

と回答した市町村は無かった。非常に活用

している市町村の状況としては、課題分析、

対象者抽出に不可欠であるため、という回

答があった。一方で、さらなる加工と活用

（個人レセプトとの突合、KDB と独自システ

ムとの併用、日常生活圏域ごとの分析、評価

への活用、エクセル等ノウハウの課題）への

課題や支援への要望に関する記述が認めら

れた。「取り組むにあたり、KDB システム活

用マニュアル及びワークシートを活用して

いますか」に対しては、‘非常に活用してい

る’が28％、‘ある程度活用している’が52％、

‘全く活用していない’が 20％であった。

活用に際して帳票一覧があると良い、情報

の分析解釈が分からないという記載が複数

あった。また、活用していない市町村からは、

表１．KDB 活用状況アンケート 
項⽬ 回答 

地 域 の 健 康 課 題
の把握（plan） 

1 ・被保険者の構成の確認 １・２・３・４ 
2 ・地域の平均寿命・健康寿命の確認 １・２・３・４ 
3 ・介護を必要としている⼈の状況の確認 １・２・３・４ 
4 ・被保険者の健康状態の確認 １・２・３・４ 
5 ・地域の社会資源の状況の確認 １・２・３・４ 

対象者の 
抽出（plan） 

6 ・栄養に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
7 ・⼝腔に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
8 ・服薬に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
9 ・糖尿病性腎症重症化予防のための対象者抽出 １・２・３・４ 
10 ・⽣活習慣病の重症化に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
11 ・重複・頻回受診者、重複服薬者の抽出 １・２・３・４ 
12 ・健康状態不明者の抽出 １・２・３・４ 

事業の 
実施（do） 

13 
・抽出した対象者を”事業実施予定者”として KDB システ
ムの「介⼊⽀援対象者⼀覧」へ登録 

１・２・３・４ 

14 ・事業実施予定者のレセプト状況を確認 １・２・３・４ 
15 ・事業実施予定者の健診結果を確認 １・２・３・４ 
16 ・「介⼊⽀援対象者⼀覧」へ結果を記録する １・２・３・４ 

事業の 
評価（check） 

17 ・事業実施前後に対象者個⼈を抽出して改善状況の確認 １・２・３・４ 
18 ・事業実施前後で地域全体を評価 １・２・３・４ 

1：KDB を⼗分活⽤して⾏っている 
2：KDB を活⽤しているが不⼗分 
3：⾏っているが、KDB は活⽤していない 
4：⾏っていない 
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マニュアル等の存在を知らないという記載

が多く認められた。「個別の KDB 活用支援を

希望しますか」に対しては、‘希望する’が

87.5％、‘希望しない’が 12.5％であり、希

望内容としては、KDB の具体的な活用方法、

分析方法、評価への活用における支援であ

った。 

 

【KDB 活用：PDCA 各段階】 

 

１．地域の健康課題の把握（Plan） 

2．対象者の抽出（Plan） 

CC..研研究究結結果果  

  対象 26 市町村のうち、25 か所から回答を

得た。 

【KDB 活用：事業全般】 

「事業実施に取り組むにあたり、KDB システ

ムを活用してますか？」に対しては‘非常に

活用している’が 44％、‘ある程度活用して

いる’が 56％であり、全く活用していない

と回答した市町村は無かった。非常に活用

している市町村の状況としては、課題分析、

対象者抽出に不可欠であるため、という回

答があった。一方で、さらなる加工と活用

（個人レセプトとの突合、KDB と独自システ

ムとの併用、日常生活圏域ごとの分析、評価

への活用、エクセル等ノウハウの課題）への

課題や支援への要望に関する記述が認めら

れた。「取り組むにあたり、KDB システム活

用マニュアル及びワークシートを活用して

いますか」に対しては、‘非常に活用してい

る’が28％、‘ある程度活用している’が52％、

‘全く活用していない’が 20％であった。

活用に際して帳票一覧があると良い、情報

の分析解釈が分からないという記載が複数

あった。また、活用していない市町村からは、

表１．KDB 活用状況アンケート 
項⽬ 回答 

地 域 の 健 康 課 題
の把握（plan） 

1 ・被保険者の構成の確認 １・２・３・４ 
2 ・地域の平均寿命・健康寿命の確認 １・２・３・４ 
3 ・介護を必要としている⼈の状況の確認 １・２・３・４ 
4 ・被保険者の健康状態の確認 １・２・３・４ 
5 ・地域の社会資源の状況の確認 １・２・３・４ 

対象者の 
抽出（plan） 

6 ・栄養に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
7 ・⼝腔に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
8 ・服薬に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
9 ・糖尿病性腎症重症化予防のための対象者抽出 １・２・３・４ 
10 ・⽣活習慣病の重症化に課題のある⼈の抽出 １・２・３・４ 
11 ・重複・頻回受診者、重複服薬者の抽出 １・２・３・４ 
12 ・健康状態不明者の抽出 １・２・３・４ 

事業の 
実施（do） 

13 
・抽出した対象者を”事業実施予定者”として KDB システ
ムの「介⼊⽀援対象者⼀覧」へ登録 

１・２・３・４ 

14 ・事業実施予定者のレセプト状況を確認 １・２・３・４ 
15 ・事業実施予定者の健診結果を確認 １・２・３・４ 
16 ・「介⼊⽀援対象者⼀覧」へ結果を記録する １・２・３・４ 

事業の 
評価（check） 

17 ・事業実施前後に対象者個⼈を抽出して改善状況の確認 １・２・３・４ 
18 ・事業実施前後で地域全体を評価 １・２・３・４ 

1：KDB を⼗分活⽤して⾏っている 
2：KDB を活⽤しているが不⼗分 
3：⾏っているが、KDB は活⽤していない 
4：⾏っていない 
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DD．．考考察察  

   結果より、大阪府下で一体的実施に取

り組む全自治体が KDB システムを活用し

ていることが明らかとなった一方で、活

用程度には差が認められた。どの段階に

おいても、そのデータ加工および解釈に

関する支援ニーズが把握された。地域課

題の把握においては、KDB を 90％程度の

市町村が活用していたが、「活用している

が不十分」と回答したところが約半数を

占めていた。対象者の抽出については、

特に、栄養および口腔に課題がある対象

者、また健康状態不明者の抽出について

活用割合が高かった。自由記載において、

抽出後の対象者の選定、展開が分からな

いので参考例を知りたいという記載が複

数認められた。事業の実施および評価に

関しては、対象者のレセプトや健診結果

の確認で約40％の市町村が十分活用して

いたが、介入登録、結果の記録、事業評価

においては十分な活用をしていたのは４

～16％程度にとどまっていた。自由記載

には、事業評価に活用していきたいが、

操作方法が分からないという回答が複数

みられた。また、活用サポートのための

マニュアル等については、その存在を知

らない、という記載が多く認められ、担

当者の異動に伴う引継ぎの欠如により、

支援そのものが届かない状況となってい

ることが改めて確認され、引継ぎへの対

3．事業の実施（do） 

4．事業の評価（check） 
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策等が必要であると考えられた。他市の

分析事例や好事例を知りたいという要望

も多く記載されており、具体的な分析モ

デルを、その操作方法から提示するよう

な支援を行うことで効果的に KDB を活用

し事業展開につなげていける可能性が示

された。 

 

EE．．結結論論 

全自治体が KDB を活用して事業に取り

組んでいる一方で、活用状況には格差が

あること、また PDCA 各段階においては、

評価活用には至っていない自治体が多か

った。今後、より具体的な分析事例を示し、

横展開する支援が必要があるが考えられ

た。 

 

FF．．健健康康危危険険情情報報    

該当なし 
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DD．．考考察察  

   結果より、大阪府下で一体的実施に取

り組む全自治体が KDB システムを活用し

ていることが明らかとなった一方で、活

用程度には差が認められた。どの段階に

おいても、そのデータ加工および解釈に

関する支援ニーズが把握された。地域課

題の把握においては、KDB を 90％程度の

市町村が活用していたが、「活用している

が不十分」と回答したところが約半数を

占めていた。対象者の抽出については、

特に、栄養および口腔に課題がある対象

者、また健康状態不明者の抽出について

活用割合が高かった。自由記載において、

抽出後の対象者の選定、展開が分からな

いので参考例を知りたいという記載が複
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の確認で約40％の市町村が十分活用して

いたが、介入登録、結果の記録、事業評価

においては十分な活用をしていたのは４

～16％程度にとどまっていた。自由記載

には、事業評価に活用していきたいが、

操作方法が分からないという回答が複数

みられた。また、活用サポートのための

マニュアル等については、その存在を知

らない、という記載が多く認められ、担

当者の異動に伴う引継ぎの欠如により、

支援そのものが届かない状況となってい

ることが改めて確認され、引継ぎへの対

3．事業の実施（do） 

4．事業の評価（check） 
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華容，菊池 健，神出 計． 能勢町の通い

の場における地域包括による支援と参加者

のフレイルの実態．第 32 回日本老年医学

近畿地方会．2021 年 11 月 20 日．メルパ

ルク京都 
5. 中村祐子，樺樺山山  舞舞，呉代華容，赤坂 憲，

権藤恭之，新井康通，増井幸恵，石崎達郎，

樂木宏実，神出 計．地域在住高齢者にお

ける脂質異常症と身体的フレイル発症との

関連における縦断解析：SONIC 研究．第 32
回日本老年医学近畿地方会．2021 年 11 月

20 日．メルパルク京都 
6. 東 万紀子，樺樺山山  舞舞，木村ありさ，橋本澄

代，木戸倫子，呉代華容，菊池 健，疋田

晃浩，田原康玄，神出 計．能勢町保健事

業への参加経路の年代別特徴―新型コロナ

ワクチン接種会場における取組．第 32 回

日本老年医学近畿地方会．2021 年 11 月 20
日．メルパルク京都 
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業セミナー． 2021年 8月 24日．Web形式．

主催：滋賀県、滋賀県後期高齢者医療広域連

合、滋賀県国民健康保険団体連合会  

44.. 樺樺山山  舞舞．．  講演．データ分析・健康課題の

把握について-より効果的な高齢者の健康

増進と介護予防の推進を目指して- 令和 3

年度第 1 回高齢者の保健事業と介護予防の

一体的な実施に係る企画・調整担当者連絡

会議．  

 
HH．．知知的的財財産産権権のの出出願願・・登登録録状状況況  

１．特許取得  
該当なし 

２．実用新案登録 

該当なし  
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